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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 25,838 64.1 393 ― 472 8.6 △4,528 ―
22年3月期第2四半期 15,750 △26.4 △208 ― 435 18.3 490 346.2

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △161.28 ―
22年3月期第2四半期 17.46 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 69,970 59,868 85.4 2,127.37
22年3月期 73,779 64,042 86.6 2,275.48

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  59,732百万円 22年3月期  63,892百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00
23年3月期 ― 10.00
23年3月期 

（予想）
― 10.00 20.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 52,000 33.1 1,300 331.3 1,100 44.6 △4,300 ― △153.14



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
 なお、業績予想に関する事項は、四半期決算短信（添付資料）３ページの「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 （３） 連結業績予想に関する
定性的情報」をご参照ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「その他」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q  29,813,026株 22年3月期  29,813,026株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  1,735,063株 22年3月期  1,734,708株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q  28,078,092株 22年3月期2Q  28,078,948株
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当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日）におけるわが国経済は、

新興国向けを中心とする輸出の増加や政府の景気刺激策の効果等により、緩やかな回復傾向を示しました

が、失業率が高止まりし雇用・所得環境の先行き不透明感から個人消費が伸び悩む等、依然として厳しい

状況が続きました。 

 このような厳しい状況の中で、当社グループの連結業績は、世界同時不況からの回復を背景にして工業

品の受注が伸び、また、前年同期との比較では株式会社タクミック・エスピー及びその子会社が連結対象

に加わったこと等により、売上高が258億38百万円（前年同期比164.1％）となりました。 

 利益面につきましては、株式会社タクミック・エスピー及びその子会社の寄与等により、営業利益が３

億93百万円（前年同期は２億８百万円の損失）となり、経常利益は前年同期との比較では円高の進行によ

り為替差損益が大幅に悪化したこと等により４億72百万円（前年同期比108.6％）となりました。 

 また、株式会社タクミック・エスピーがPT. SUMMITPLASTを取得したことに伴う負ののれん発生益等の

特別利益がありましたが、投資有価証券評価損等の特別損失があり、45億28百万円の四半期純損失（前年

同期は４億90百万円の利益）となりました。 

  

セグメント別の業績は次のとおりであります。 

  

（日本） 

デフレの進行と消費不況が続く厳しい状況にありましたが、ハウスウエア合成樹脂製品関連部門につき

ましては、新製品の売上げ増加に注力いたしました。また、工業品合成樹脂製品関連部門につきまして

は、世界同時不況で落ち込んだ売上高が漸次回復に向かっております。  

 この結果、当セグメントの売上高は、95億22百万円となり、セグメント利益は２億88百万円となりまし

た。 

  

（中国） 

世界同時不況からの回復に伴い、工業品合成樹脂製品関連部門の受注が増加し、地域内の各子会社は業

績が回復傾向にあります。 

 この結果、当セグメントの売上高は、89億87百万円となり、セグメント利益は２億26百万円となりまし

た。 

  

（東南アジア） 

株式会社タクミック・エスピーの各子会社が東南アジア諸国の堅調な国内需要等に支えられ業績を順調

に伸ばしております。 

 この結果、当セグメントの売上高は、73億29百万円となり、セグメント利益は３億25百万円となりまし

た。 

  

（資産） 

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べて38億９百万円減少し、699億

70百万円となりました。これは、PT. SUMMITPLASTが連結対象に加わったこと等で有形固定資産が３億

39百万円増加しましたが、投資有価証券が時価の下落により22億29百万円減少し、繰延税金資産の減少

等でその他が16億59百万円減少したこと等によります。 

  

（負債） 

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べて３億66百万円増加し、101億

２百万円となりました。これは、未払金の減少等でその他が４億99百万円減少しましたが、売上増に対

応した仕入増等により、支払手形及び買掛金が10億66百万円増加したこと等によります。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

① 資産、負債及び純資産の状況
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（純資産） 

当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べて41億74百万円減少し、598

億68百万円となりました。これは、主に投資有価証券評価損を特別損失に計上したことに伴い、その他

有価証券評価差額金が12億97百万円増加し、利益剰余金が48億９百万円減少したこと等によります。 

  

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べて20億46百万円

減少し、76億15百万円（前年同期比は27億18百万円の減少）となりました。現金及び現金同等物の減少の

うち14億49百万円は、金利の低下傾向に鑑み、３ヶ月定期預金を３ヶ月超の定期預金に預け替えたことに

よります。各活動別のキャッシュ・フローの状況とその要因は次のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

税金等調整前四半期純損失45億26百万円、売上債権の増加６億19百万円等がありましたが、投資有価

証券評価損53億55百万円、減価償却費12億54百万円、仕入債務の増加10億20百万円等があり、20億95百

万円の増加（前年同期比は７億７百万円の増加）となりました。 

  

（投資活動よるキャッシュ・フロー） 

定期預金の払戻167億90百万円等の収入がありましたが、定期預金の預入182億39百万円、有形固定資

産の取得14億63百万円等の支出があり、36億62百万円の減少（前年同期比は126億75百万円の増加）と

なりました。 

  

（財務活動よるキャッシュ・フロー） 

配当金２億81百万円等の支出があり、２億81百万円の減少（前年同期比は２百万円の増加）となりま

した。 

  

平成22年５月14日に公表しました業績予想を修正いたしました。詳細は本日（平成22年11月５日）別途

公表いたしました「平成23年３月期 第２四半期連結累計期間業績予想との差異及び通期業績予想の修正

に関するお知らせ」をご参照ください。 

② キャッシュ・フローの状況

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

（簡便な会計処理） 

① 棚卸資産の評価方法 

第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の

実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

 また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価

額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

  

② 固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定

する方法によっております。 

  

③ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定

する方法によっております。 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時

差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度において使用した将

来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっており、前連結会計年度末以降に経

営環境等、又は、一時差異の発生状況に著しい変化が認められた場合には、前連結会計年度におい

て使用した将来の業績予測やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利

用する方法によっております。 

  

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理） 

① 税金費用の計算 

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利益

に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実

効税率を乗じて計算しております。 

 なお、法人税、住民税及び事業税と法人税等調整額を一括し「法人税等」として表示しておりま

す。 

  

（会計処理基準に関する事項の変更） 

① 在外子会社等の収益及び費用の換算方法の変更 

第１四半期連結会計期間より、在外子会社等の収益及び費用について、これまで決算日の直物為

替相場により円貨に換算する方法を採用してまいりましたが、期中平均為替相場により換算する方

法に変更いたしました。 

 この変更は、在外子会社等の収益及び費用の額の重要性が従前より増してきたことにより、一時

的な為替相場の変動による期間損益への影響を平均化し、会計期間を通じて発生する損益をより適

切に連結財務諸表に反映することを目的としております。 

 この結果、従来の方法と比較して、当第２四半期連結累計期間の売上高455,026千円、売上総利

益54,404千円、営業利益18,013千円及び経常利益11,319千円が増加し、税金等調整前四半期純損失

10,378千円が減少しております。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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② 「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成

20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号

平成20年３月31日）を適用しております。 

これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益は、それぞれ705千円減少し、

税金等調整前四半期純損失は、10,924千円増加しております。また、当会計基準等の適用開始によ

る資産除去債務の変動額は11,016千円であります。 

  

（表示方法の変更） 

① 四半期連結貸借対照表関係 

前第２四半期連結会計期間において、固定資産に含まれる「有形固定資産」を一括表記しており

ましたが、「建物及び構築物（純額）」「機械装置及び運搬具（純額）」が、資産の総額の100分

の10を超えたため、当第２四半期連結会計期間においては区分掲記することといたしました。な

お、前第２四半期連結会計期間の固定資産の「有形固定資産」に含まれる「建物及び構築物（純

額）」「機械装置及び運搬具（純額）」はそれぞれ7,390,943千円、6,346,470千円であります。 

  

② 四半期連結損益計算書 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づき財務諸

表等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴い、当第

２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示しております。 

  

③ 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

前第２四半期連結累計期間において営業活動によるキャッシュ・フローの「その他の資産の増減

額（△は増加）」及び「その他の負債の増減額（△は減少）」と区分掲記していたものは、第１四

半期連結累計期間より、「その他」に含めて表示しております。 

 なお、当第２四半期連結累計期間の「その他」に含まれている「その他の資産の増減額（△は増

加）」及び「その他の負債の増減額（△は減少）」はそれぞれ△99,989千円、△95,797千円であり

ます。 
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 23,184,351 23,940,134

受取手形及び売掛金 10,040,900 9,402,300

商品及び製品 1,693,412 1,524,754

仕掛品 385,262 398,347

原材料及び貯蔵品 2,558,057 3,035,491

その他 1,250,759 1,209,643

貸倒引当金 △11,888 △11,433

流動資産合計 39,100,853 39,499,236

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 7,484,969 7,372,798

機械装置及び運搬具（純額） 8,004,734 7,804,348

その他 3,399,915 3,373,843

有形固定資産合計 18,889,618 18,550,989

無形固定資産 1,899,377 1,760,258

投資その他の資産   

投資有価証券 8,451,211 10,680,063

その他 1,640,003 3,299,096

貸倒引当金 △10,840 △10,784

投資その他の資産合計 10,080,374 13,968,376

固定資産合計 30,869,369 34,279,622

資産合計 69,970,222 73,778,858

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,854,467 5,788,891

未払法人税等 83,070 337,626

賞与引当金 435,469 388,146

その他 1,659,405 2,158,894

流動負債合計 9,032,411 8,673,557

固定負債   

退職給付引当金 380,402 455,342

役員退職慰労引当金 565,867 551,286

その他 123,494 56,414

固定負債合計 1,069,763 1,063,042

負債合計 10,102,175 9,736,599
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 19,225,350 19,225,350

資本剰余金 18,924,500 18,924,500

利益剰余金 27,892,879 32,702,099

自己株式 △2,733,393 △2,733,118

株主資本合計 63,309,336 68,118,831

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △1,365,861 △2,662,618

為替換算調整勘定 △2,211,344 △1,564,633

評価・換算差額等合計 △3,577,205 △4,227,250

少数株主持分 135,916 150,679

純資産合計 59,868,048 64,042,259

負債純資産合計 69,970,222 73,778,858

7

天馬㈱　（7958）　平成23年３月期 第２四半期決算短信



(2)【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 15,749,793 25,838,432

売上原価 13,042,233 21,917,508

売上総利益 2,707,560 3,920,925

販売費及び一般管理費 2,915,411 3,528,403

営業利益又は営業損失（△） △207,850 392,521

営業外収益   

受取利息 59,026 80,609

受取配当金 200,806 210,897

為替差益 401,071 －

その他 36,753 48,386

営業外収益合計 697,655 339,893

営業外費用   

売上割引 26,694 30,491

開業費償却 25,206 －

為替差損 － 194,882

その他 3,103 35,060

営業外費用合計 55,003 260,433

経常利益 434,802 471,981

特別利益   

固定資産売却益 1,683 16,111

貸倒引当金戻入額 － 221

負ののれん発生益 1,249,798 397,135

特別利益合計 1,251,482 413,466

特別損失   

固定資産売却損 10,272 5,922

固定資産除却損 7,226 2,900

減損損失 167,000 6,000

投資有価証券評価損 1,250,453 5,355,012

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 10,219

その他 149,695 31,346

特別損失合計 1,584,646 5,411,399

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

101,637 △4,525,952

法人税等 △388,730 2,044

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △4,527,996

少数株主利益 219 356

四半期純利益又は四半期純損失（△） 490,148 △4,528,352
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

101,637 △4,525,952

減価償却費 1,004,380 1,254,432

負ののれん発生益 △1,249,798 △397,135

賞与引当金の増減額（△は減少） 17,883 51,638

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,007 931

退職給付引当金の増減額（△は減少） 140,825 △79,233

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 13,998 14,582

受取利息及び受取配当金 △259,831 △291,506

為替差損益（△は益） △272,211 260,752

固定資産除却損 7,146 2,900

有形固定資産売却損益（△は益） 8,589 △10,189

投資有価証券評価損益（△は益） 1,250,453 5,355,012

減損損失 167,000 6,000

売上債権の増減額（△は増加） 718,670 △619,230

たな卸資産の増減額（△は増加） △29,389 367,131

その他の資産の増減額（△は増加） △8,757 －

仕入債務の増減額（△は減少） △481,280 1,019,722

その他の負債の増減額（△は減少） △105,169 －

その他 47,802 △194,627

小計 1,073,957 2,215,227

利息及び配当金の受取額 290,203 289,150

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 24,371 △409,286

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,388,530 2,095,091

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △23,467,483 △18,238,790

定期預金の払戻による収入 10,924,432 16,789,880

有形固定資産の取得による支出 △1,185,056 △1,462,710

有形固定資産の売却による収入 12,762 22,288

無形固定資産の取得による支出 △173,390 △45,154

子会社出資金の取得による支出 △325,666 －

投資有価証券の取得による支出 △389,544 △964

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

△1,733,585 △217,781

貸付けによる支出 － △519,136

貸付金の回収による収入 280 3,685

その他 － 6,372

投資活動によるキャッシュ・フロー △16,337,250 △3,662,310
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の純増減額（△は増加） △263 △343

配当金の支払額 △283,201 △281,123

財務活動によるキャッシュ・フロー △283,463 △281,466

現金及び現金同等物に係る換算差額 399,689 △196,858

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △14,832,494 △2,045,543

現金及び現金同等物の期首残高 25,165,352 9,660,334

現金及び現金同等物の四半期末残高 10,332,858 7,614,791
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該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 
  

全セグメントの売上高の合計、営業利益の合計額に占める合成樹脂製品関連事業の割合が、いずれ

も90％を超えるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

  
前第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日) 

  

 
(注) １ 国または地域の区分は物理的近接度によっております。 

２ 各区分に属する主な国または地域 

(1) 東アジア  ………中国、ベトナム 

  

  
前第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日) 

  

 
(注) １ 国または地域の区分は物理的近接度によっております。 

２ 各区分に属する主な国または地域 

(1) 東アジア  ………中国、ベトナム 

(2) その他の地域………東南アジア、西ヨーロッパ、北米 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。 

  

(追加情報) 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号

平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用

指針第20号 平成20年３月21日)を適用しております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

【所在地別セグメント情報】

日本 
(千円)

東アジア  
(千円)

計 
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結 
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

8,812,712 6,937,081 15,749,793 ― 15,749,793

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

47,607 164 47,771 (47,771) ―

計 8,860,319 6,937,245 15,797,564 (47,771) 15,749,793

営業利益又は営業損失(△) 603,010 △330,995 272,015 (479,865) △207,850

【海外売上高】

東アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(千円) 6,499,865 2,436 6,502,301

Ⅱ 連結売上高(千円) ― ― 15,749,793

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

41.3 0.0 41.3

【セグメント情報】
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１ 報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、経営

者が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。 

 当社グループは、主に合成樹脂製品の製造及び販売に関連した事業を行っており、国内においては、主

に当社を含む３社が、海外においては、中国（含む香港）で６社、東南アジアで５社が各地域を担当して

おります。各会社は、それぞれ独立した経営単位であり、各会社において包括的な戦略を立案し、事業活

動を展開しております。 

 したがって、当社グループは、当社及び連結子会社を基礎としたセグメントから構成されております

が、事業活動の内容及び経営環境に関して適切な情報を提供するため、生産・販売の地域及び製品の要素

が概ね類似する複数の事業セグメントを集約し、「日本」、「中国」及び「東南アジア」の３つを報告セ

グメントとしております。 

  

２ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日) 

(単位：千円) 

 
  

  

３ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容(差異調整に関する事項) 

当第２四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日) 

(単位：千円) 

 
(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない本社管理部門に係る費用であります。 

  

  

該当事項はありません。 

日本 中国 東南アジア 合計

売上高

 外部顧客への売上高 9,522,066 8,986,985 7,329,381 25,838,432

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高

60,077 3,322 ― 63,399

計 9,582,143 8,990,307 7,329,381 25,901,832

セグメント利益 288,428 225,823 324,793 839,044

利益 金額

報告セグメント計 839,044

セグメント間取引消去 22,170

全社費用(注) △468,693

四半期連結損益計算書の営業利益 392,521

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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